
ひとひと 省エネの推進力は「メンバーシップ」
持続的な省エネには、現場主体の体制が必要不可欠。更にトップの本気度が
加われば、新しいアイデアは次々と出てきます。経営と省エネを一体で考える
のが、これからの主流です。

全社員が無理なく参加できる体制として「アイデア出しは現場社員、実行するのは
責任者」というサポート体制を構築すると、１年間で８１５件もの改善提案が
出され、７１４件を実施しました。省エネ効果として、約1,700万円のコスト削減、
対前年比87.1％の原単位改善を達成しました。

事例③ 小さな「気づき」の積み重ねで大きな成果

全社員参加のための工夫 小さなコツコツ事例

体制 ・どんなアイデアも否定しないルールを
設定し、心理的不安を解消

見える化 ・省エネ効果を金額表記することにより
貢献度のイメージを具体化

共有化 ・全体の約25%を占めるベトナム人実習生
にもわかるようベトナム語の資料で周知

バック
アップ

・工場長やエネルギー管理企画推進者等
が相談役としてサポート

炉蓋による放射熱の抑制
都市ガス約4m3/日 削減

週末の溶湯汲み出しによる
休日稼働停止

都市ガス約98m3/週 削減

エアガン先端径
φ4.0→2.5mm 加工機のサイクルアップ

2021年度から全員参加の省エネ活動 Go to 『S』をスタート
しました。会社の本気度を示すため、得られた省エネ成果は
特別賞与として社員に分配することを社長が明言し、大きな
モチベーションアップにつながりました。

大阪中央ダイカスト株式会社 様
（大阪府大東市）

1954年創業。アルミ・亜鉛のダ
イカスト並びにプラスチックの射
出成型を事業展開し、主に自動
車・産業機器・建材・家電・照明
等の部品を製造。本社工場は第
一種エネルギー管理指定工場。
社員数は265名（人材派遣・ベ
トナム人実習生含む）。

お客さまお客さま お客様ニーズの変化に合わせた最適化
お客様のニーズが変化すれば、サービス提供内容にも変化が求められます。当然、
エネルギーの使い方も変化させなければ省エネは達成できませんが、お客様満足
度と両立したエネルギー利用の最適化は可能です。

温泉宿へのお客様ニーズが団体客から個人客の高付加価値サービスへとシフトする
中、社長を筆頭とする「快適エコ活動」を展開し、お客様の快適性を損なわずにエネ
ルギー利用の最適化を図り、５年間でエネルギー使用量３７％（原油換算987kL）、
年間約7,500万円（2016年度比）削減という大幅な省エネを実現しました。

事例④ お客様の笑顔と省エネを同時達成

温泉宿へのニーズの変化

●団体客から個人客主体
へシフト

●高付加価値サービスの
提供

●地球環境にやさしい
リゾート

✓ 浴槽循環ポンプのインバータ化
　（年671万円、エネルギー使用量2.2%削減）
✓ 給湯機をボイラーから電気式に転換
　（年798万円、エネルギー使用量4.3%削減）
✓ 空調機の個別化（109台）
　（年2,719万円、エネルギー使用量8.9%削減）
✓ 照明のLED化
　（年913万円、エネルギー使用量3.0%削減）
✓ 施設利用スペースの見直し（運用改善）
　（年2,188万円、エネルギー使用量18.0%削減）

お客様ニーズに合わせたエネルギー利用の最適化
1年で投資回収

2017年から
快適エコ活動を展開

２０２１年度からは、「快適エコ活動」第二次計画を開始し、
温泉宿の先駆者として「温泉廃熱による再生可能エネルギー
利用（高効率ヒートポンプ利用）」について、グループ会社への
展開に取り組んでいます。

株式会社一の坊 様
（宮城県仙台市）

1950年創業。宮城県で温泉宿
のゆづくしSa l o n一の坊、
松島一の坊等の温泉リゾート
を運営。みやぎゼロカーボン
アワード「最優秀賞」を受賞する
など地球温暖化対策にも積極
的に取り組む。

※一の坊様の省エネ活動の詳細は「省エネ事例集2022年度」でご紹介しています。
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